
第3回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第３問 問1（ア）

正解率 53.6％
SS65～70 91.1％
SS60～65 82.5％
SS55～60 71.6％
SS50～55 58.7％
SS45～50 46.1％

第３問 問１（ア）

2021年度第３回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「国語」
受験者数： 278，158人
平均点： 120.1点
標準偏差： 32.3

結 果 分 析

指導の ご提案

語句の解釈についての設問。傍線部「さりぬべき」の「さり」の指示内容
を文脈からとらえること、助動詞「ぬ」「べし」の意味を適切に押さえること
が判断のポイントになりました。

共通テストまであと１か月となり、短期間で効果
が出るのは古典の基礎部分でしょう。今から難しい
ことをやろうとするより、基礎をおさらいしておくこと
をお勧めします。

●識別
助動詞「ぬ」「べし」の識別が問われています。
「ぬべし」と連語の形でよく問われるので、あらため
て意味を確認しておきたいところです。

●古典常識
当時は親に代わって乳母と呼ばれる養育係をつ
けることが普通であったように、古文の世界には現
代の感覚とは異なる「常識」があったことを知ってお
くのも読解の助けになります。

【出典】 問題・集計結果データともに、2021年度「第３回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。

国 語

解釈に必要な文法・古典常識を確認する設問で、各学力層で差がついた


